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DX‐ 555取扱説明書

◎ 特 長

(1)ハ ム用として。

OLC発 振器を内蔵しているため,デ ジ′ルオンレター
としても活用出来ます。

② LC発振器は, カパー範囲が広いので IF調整等に便

利です。

Oカ ウンターとして,30MIIzま でのカウントが可能です。

0カ ウンターの入カインピーダンスが高いので没」定回路

への影響が少なくなつています。

(2)BCL用 と して 。

①マーカ
~発振周波数が直接デジタル表示されますので

大変便利です。       ‐

②一般のBCLト ランジスタ~ラ ジオの分離性能でも,
週波数が l KHzま で簡単に読み取れます。

Oマ ~力 ~信号に変調音が出ますから確認が簡単です。

の周波数カバー範囲が広いので長波から短波まで連続的

に使えます。

⑤ AC電源が内蔵されていますので長時間の使用も気に
なりません。

Oス イツチによつて一般の周波数カウンターとしても使

えるので,測定器としても活用出来ます。

1 定 格

(1)周波数カウンター部

入力感度 20 mv以 上
表示方式 LED 5桁 実質 7桁  (ゲート切換によ

る )

測定範囲 最高 30 NEH z
ゲートタイム 2 m S1 200 m S

(2)マ ーカー発振器部

分 解 能 l KHz(実 質 10Hz)
浜J定 範 囲 440KHz～ 30MHz
精   度 ± 50Hz

この度は ミズホ スカイプロDX-555を お買上
げ下さいまして誠にありがとうございます。

DX-555は ,ICを 利用した周波数カウンターて
す。ハム用としては,一般のカウンタ~と しての動
作は勿論,本機の特長として455KHz～ 3 0NIH zま
でを連続カバーするLC発振器を内蔵していますの
でデジメルオシレターとしても活用出来ます。

また BCL用 としては,今までの IC分周型マ~
カーに比較すると非常に細か く周波数が判 ります。

表示 方 式 LED 5桁
変   調 約 600Hz
使用半導体 IC× 15 トランジスタ~× 10

FET× 2 ダイオー ド× 9

電   源 AC-100V りもOHz
寸   法 (W)160× (H)58× (D)215勧
重   量 2砕

_oアニテォ出を  ドI・ l__   _
②入カケーブル…… 1
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2 回路構成
DX-5551ま ,一般の周波数カウンターの中にLC発 :

振器を内蔵し,デ ジタルオンレメーとしても使える便利

な操置です。

内音臓ま, LCに よる発振器 とその周波数を測定する周

波数カウンターとで構成されています。 (図 -1プ ロツ

ク図及び回路図参照 )

オンレター部分は, 発振にFETを 用いて 455KHz

～ 30■ lH zを 安定に発振させています。発振出力は ス

イツチ切換によつて周波数カウンターにて計数されます。

一方この発振出力は,次段のパソフアーに行き外部影響

を少なくすると同時に本機の特長でもある,変調をMO

Dス イツチを通してかけます。 (約 600Hzス イツチに

よって無変調も可能 )

バ ンフアーを出た信号は, リヤパネルのANTジ ヤツ

クよリマ~力 ~イ言号又はオンレター信号 として取 り出し

ます。

一般のマ~力 ~と して本機を使 う場合, ANTジヤノ

クに附属の出カコー ドをラジオのアンテナに.lTづ けると,

マ~力 ~発振周波数附近でラジオから信号が出ます。(ピ

ー音 )

一方この発振周波数は, カウンタ
~部で周波数を正確

に計数 して, フロン トパネルの表示部にデジタルにて表

示 されますので
~日 でラジオの周波数が判るわけです。



入カアンプ及び波形整形回路を通って前記の分周パルス

とそれぞれ 7473と 4011で構成されるパルスジェネレ

ーターに入ります。次にパルスジェネレーターからの信

号は計数 ,記憶されLEDド ライブの 561に より計数結
果をフロントパネルの表示部に表わします。

また一般のカウンターとして用ヽヽる時は ,前記のオシ

3 御 使 用上 の注意

① デジタルカウンターの誤差には, どうしても避けら
れないものに 1カ ウント誤差と呼ばれるものがありま

す。カウンターは,~定時間内にグートを通過するパ
ルスを数えるのですが, このゲートの立ち上がりと入

カパルスのメイミングの関係で同じ周波数の入力でも

1カ ウント多 く数える場合があります。この誤差は基

準発振周波数誤差とは異なり,測定周波数に対する割

合で表わされるものではなく,表示の最後の桁のみに

合まれるもので,DX-555ではNIH zで測定する時は

十 1 KHzの誤差, またKHzレ ンジの時に +10Hz
の誤差が生じる場合があります。 (図 -2参照 )

② デジタルマ~力 ~と して用いる時は,■lH z,KHz
切換スイツチは,lllH z側 にして御使用下さい。KHz

側では,ゲート時間の関係で表示が見にくくなります。

③ カウンターとして用いる場合 l KⅡ zの単位まで正
確に必要な場合は,前記の1カ ウント誤差を考慮して

KHz L/ン ジに切換て測定して下さい。

④ 逓倍回路等で周波数を測定する場合等,波形に大き
なひずみがある入力のときは, そのレベルによつて逓

倍前の基本波の周波数をカウントするような トラブル

が生じますのでこのような時は,カ ウンターの入力端

子へ周調回路を入れて損J定 しようとする周波数のみを

選択すると良い場合があります。

⑤ 本機は直射日光が当らない様な場所で御使用下さい。

レターを切って直接カウンター部分に附属の入カケーブ

ルを差し込んで測定します。

基準発振は ,10に より10 MHzを 発振させ 7490に

て分周しています。カウンター入力は ,測定する信号を

入力増幅回路で増幅し,波形整形されパルスジェネレー

ターヘ送り込まれます。
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4 各 々 の ツマ ミ=ス イ ンチ 類 の働 き

ツマミの働きは,図 -3を参照下 さい。

IDX-555を デジタルマ
~力 ~と して使 う場合, 目的

の放送局等がキヤツチ出来て,一時マ~力 ~信号を切る

時は,MARKER,COmJTER切 換スイツチをCOが可]丁

側にしても信号は切れます。 しかしこの場合カウンタ
ー

部は動作 していますので, ラジオにカウンタ
~ノ イズ

(ビ ロ, ビロ・……・と言 う音が入る )が入る場合がありま

す。

したがって電源保護のためにもPOWERス イノチを

OFFに した方が良いでしよう。

一般のカウンターとしてDX-555を 用いる場合,1切

換スイソチが COUNTER側 になつていると,TWヾ IN%

及び SPREADツ マミは働きません。

5 使 用方法
本機は,デ ジタルマ

~力 ~(オ ンンタ~)と,一般の

ハム用周波数カウンタ
~の二通りに使えます。

〔例-1〕 たとえば日本短波放送の9 595WEH zを聞きた

ヽヽとします。

①附属のアンテナ線を本機のリヤ
パネルANT端子に

差し込みます。

② ACコ ~ドプラグを家庭のACコ ンセノトに差し込

みます。

③POWERス インチを入れます。(表示部に数字が表

われます。 )

④マ
~力 ~, カウンタ~切換 SWを MARKER倶」にし

ます。



⑤VIIz, KHz切 換をVIH zに します。(こ の場合小数

点の位置がWIH zの単位になります。 )

例……9595→ 9 5 9 5VIHzと 読みます。
⑥バンド切換スイッチを目的の周波数が含まれている

レンジにセツトします。ここでは目的の周波数は,

9 5 95NIH zですからBAND SELECTを 7-30
NIH zの レンジにセツトします。

⑦マ
~力 ~信号に変調をかけるため,MOIレ イッチを
■IOD側 にします。これでマ~力 ~信号が

″ピー″

と言 う音になります。

① TUNINGツ マヾを廻して表示部に 9 5 9 51VIH zが 表
示されるようにダイヤルを合わせ ます。 この時
TUNINGツ マミだけでは,最後の桁まで合わせに

くい時は, SPREADツ マミで微同調させます。こ

のツマミは,①側に廻すと周波数が高くなり,○側

に廻すと低くなります。

⑨DX-555の アンテナ出力線をラジオのアンテナに

近ずけます。 (接続は, しません。 )実際にマ
~カ

ー信号を聞く時,強過ぎてマ~力 ~信号の中心ポイ

ントが判りにくい時は, アンテナから離して下さい。

⑩ラジオのダイヤルを9 5 95NIHz附 近 に合わせると

マ~力 ~か らの″ピー音〃が聞こえるはずです。S

メーターの振れが最大になる所ヘラジオの′
‐
イヤル

を合わせます。この所が目的の9595ⅣHzです。
(Sメ ーターがない時は, ラジオからのマ~力 ~音

一 番大きく4るように合わせ裏ヽ )―
―

_

この状態でPOWERスイノチを切れば日本短波放送
が入感します。

(図 -3)パ ネ ル 面 の 説 明

①実際にラジオで9 5 9 5171Hz附近にダイヤルを廻し

て行 くと2～ 3ケ 所,別 の所でもマ~力
~信号音が

聞こえる時があります。これは, ラジオのイメージ

信号や,受信スプリアスが原因です。 ラジオの Sメ

ーメーが一番強 く振れる信号が本物です。

にせ物の信号に合わせないように注意して下 さい。

しかしSメ ーターが, どれも同じように強 く振れて

しまうラジオもあります。これはラジオの特性によ

るためです。

このようなラジオの時は, ラジオのアンテナをマ
~

カー信号を確認する時だけ,は ずしてマ
~力 ~信号

が弱 くなる様にします。

逆にラジオのアンテナはそのままにしておいて,DX
―♪55の アンテナを短 くしても同じ効果があります。

しかしあまり短 くすると,変調音が聞きとりに くく

なったりしますのでDX-555の アンテナは, 最低

20m位は必要です。
⑫ SSBや CWを聞く時は, ラジオの BFOを使いま

すが, このような状態で本機を使 う時は,マ
~力 ~

信号に変調音が,かからないようにMODス イソチ

は OFFに して下さい。
(MODに なつていると音がにごつて正 しい信号ポ

イン トが判 らな くなります。 )

これは, BFOを使 つてそのビー ト音か らマーカー

信号を見つける時 も同じですから, このような時も,

② ラジオの目盛板から,周波数がどの位か見当を
つけ

ます。そしてその周波数が含まれている
バ ン ドに

BAND SELECTを セツトします。

A.BCL用 デジタルマーカ~と して使 う方法

〔例 -2〕 聞いている放送局の周波数が知りたい時。

①MODス イツチをMODに して,MHz, KHz切 換
スイツチをNllH z側 にします。

LEDで 呵波数を表示する部分です。表示 |ま 6桁の数字

でⅢ rtレ ノンのスイツチうittzの 時 卜から 2桁 目の あ

とに,小数点が表示され, レノンが KI{zの時に ま ト

か ら3桁 日のあとによ示されます。

です。最後の細かい桁を合わす

のに使います。

バ ン ト切換ス イ ツチです。

044-3 0NIH zを 8バ ン トで切換 てい t,
日的 の周波 数が合 まれていろ所ベ セツ トし

ます。
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メインチュー‐ングツマヾです。

マーカー発振周波数を変化させます。

細かいテユー‐/′は,ス フアツド

ツマミを使います。周波数は, 表示

部に表われます。

匿
電源スイツチですo

PonTRて oNに なります。 マー

カー発振を切る時は, OFFに し

ます。

OFF/ン MHz MやくcT  ~ O
周波数カウンク

~と して本構を使 う

時に, ここへ附属の入カケーフルを

差し込みます。デジタルマ
~力 ~と

して使 う時には, このジヤノクは使
１

／ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

変調のス イツチです。

MODに す る とマ ~力 ~信 号に変調 がかか って
・ ビー青 "に な ります。 ランオてマ

~力 ~信号

を投す ]き に大 変便利です。

デジタルマーカーとして使う時は,MODに し
ます。
ランオのBFOが ONの 時は, MODを OFF
にした方が聞き易くなります。

チです。

本機をマ~力 ~発振器として使う時

は,必ずMARIKERに します。
ンヽム川カウンターとする時 |ヽ COU
NTERに 切換ます。



③ MARKER, COUNTER切 換スイツチがRIARKER
側になつているか確認します。

④ DX-555の TUNINGと 微同調の SPREADツ マ ミ
でラジオから

″ピー音″が出る位置にします。この

時 ラジオの Sメ ーターがマ~力 ~信号によって一番

強 く振れる所が放送局 とマ
~力 ~信号の周波数が一

致 した所です。

0し たがつてこの時のDX-555の 表示部に表ゎれた

周波数が受信周波数です。たとえば, 11730と な
つていれば,IIH z, KHz切換スイツチは,①の所
でⅣHzにセ ツトしてありますから単位を付けると,
11 7 30VIHzと なります。

B.ハム用カ ウンター と して用 いる方法

① ACコ ー ドを家庭の ACコ ンセツ トに差し込みます。
② Pa″ERス イツチを入れます。そしてMARKER,
COIJNTER切 換スイッチをCOUNTER側 にセツト
します。

③附属の入カケーブルをフロン トパネルのジヤツクに

差 し込みます。

④入カケーブルの黒を測定物のアースヘ,赤 クリツプ

を測定端子に接続します。測定物へ直接カウンター

端子を接続すると,測定回路へ影響をあたえて,正
しい周波数が判 らない時があります。 このような時

は,測定出来る範囲内で小容量 (10～ 20PE)の
コンデンサ~等でカツトしてからカウンタ~端子へ

接続します。 (図 -4参照 )

⑤ また発振コイル等の所で周波数測定をする時は,M
結合させるとFBです。 (図 -5参照 )

この時は,入カケーブルの赤,黒クリツプに 2～ 3

回コイルの様に巻いた単芯ビニール線をはさみます。

そしてこのビニール線を測定したい発振コイル等の

そばに近ずけてカウン トさせます。

この方法は,送信機のコイル等に近づけて送信周波

数等を測る時も便利です。

⑥周波数の読み取 りは,次のようにします。
た とえば 21123と 表示 されていれば,切換スイツ

チがVIHzの時は, 2 1 1 2 3111Hzと 読みます。この

状態でKHzレ ンジに切換ると12345KHzと なり

始めから続けて読むと21 12 345NIHzで あるのが

判 ります。 (図 -6参照 )

⑦ IFの 調整等の時に信号を出したい時は, マ
~力 ~

の使い方と同じです。

切換スイツチをMARKERに して, リヤノくネルのア
ンテナ出力線を IF回路等に接続します。 (結合が

強過ぎる時は,コ ンデンサ~等でカノトしてレベル

を調整して下さい。 )

(図 ―。 )表 示 の 読 み カ
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DX-555回 路 図

回路及ひ定数は,技術開発に‖い変更になるJヽ があります。
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DX-555に ついての御質問は, ミズホ通信KK技術部
へお願い致します。




